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わが国の架空送電設備は，1950年代半ば以降の経済成長とともに，その設備量を急速に

増大させてきた。そして，高度経済成長期から概ね 50年が経過した現在，建設された設

備の高経年化が徐々に進み劣化現象が顕在化してきた。 

架空送電設備の劣化現象や劣化対応技術に関する文献は複数存在するが，これらは特定

の部位や材料に特化したものが多く，構成部品全般を網羅した劣化現象については取りま

とめられていない。また，架空送電設備の点検・診断・補修・改修技術を取りまとめた文

献として，電気協同研究第 60巻第 1号「架空送電設備の補修・改修技術」（2004年 9月）

がある。しかし，発刊から 15年以上が経過しており，この間に各種技術の発展により

様々な新工法が開発・実用化されるとともに，ICT・IoTを始めとするディジタル技術の活

用や研究も進んでいる。 

このような状況を踏まえ，本書では，既設の架空送電設備で発生する「劣化・異常事

象」を設備部位ごとに分類するとともに，これらを発見し劣化度合い・余寿命を評価する

「点検・診断・劣化予測技術」，そして設備を健全な状態に回復・維持する「補修・長寿

命化技術」を取りまとめた。さらに，研究開発中の将来技術や海外の劣化対応技術を調査

し「今後の技術開発の展望」を考察した。 

本書は，架空送電設備で顕在化している劣化現象と対応するための技術を幅広く記載し

ている。架空送電設備の保全業務の手引として，また今後の技術開発の参考として，多く

の方々にご活用いただくことを願っている。 

 

 

 

 

 



【主な記載内容】 

第１章「総説」 

委員会の設立の経緯および研究の経過と概要を示すとともに，本研究の成果について要

点を取りまとめている。 

 

第２章「既設送電線の現状」 

劣化対応技術を調査するにあたり，現

状の設備実態と顕在化している劣化・異

常事象を把握することが重要であるた

め，過去の文献にて調査された設備量と

現在の設備量を比較し，設備更新の変遷

および高経年化状況を解説している。ま

た，昨今の電力需給状況を踏まえ，今後

架空送電設備の劣化対応技術に求められ

る課題を考察している。 

 

第３章「劣化・異常事象」 

顕在化している架空送電設備の劣化・異常事象について，事象別に発生メカニズムなど

を写真や図を用いて解説している。調査対象とした架空送電設備は，基礎，鉄塔，鋼板組

立柱（パンザーマスト），鉄筋コンクリート柱，がいし，架線金具，電線・地線，そのほ

か付属品（電線付属品，着氷雪対策品，避雷装置）である。架空送電設備の付属品は様々

なものが存在するが，電力安定供給・公衆保安の観点から，重要な設備かつ全国大で一般

的に使用されている設備を対象とした。 

 

 

 

 

 

 

図 1 電圧別支持物基数施設年代の経年推移 

(前面：今回調査，背面：電協研６０巻第１号) 

図 2 報告書記載内容例（異種金属接触腐食）  



第４章「点検・診断・劣化予測技術」 

各電力会社が現在使用している点検・診断・劣化予測技術ならびに開発中の新技術につい

て，それらの概要を解説している。特に，一般的な劣化・異常事象に対しては，保全対応業

務の流れも含めて解説している。さらに，今後の技術開発の方向性について考察している。 

 

図 3 報告書記載内容例（部材の発錆・腐食の対応フロー） 

 

図 4 報告書記載例（画像診断による亜鉛めっき劣化度評価） 

 

第５章「補修・長寿命化技術」 

各電力会社が設備の劣化対応として使用している補修・長寿命化技術ならびに開発中の

新技術について，それらの概要を解説している。さらに，今後の技術開発の方向性を考察し

ている。 

 

 



 

 
図 5 報告書記載例（小規模鉄塔の部材取替） 

 

第６章「海外の劣化対応技術」 

海外の主要国における電力事業や架空送電

設備の概要を紹介するとともに，架空送電設備

の劣化対応技術に関する CIGRE(Conference 

International des Grands Réseaux 

Électriques：国際大電力システム会議)パリ大

会での発表論文(2004 年～2018 年)や技術報告

書について，国内でも参考となる技術を抽出し

て記載している。 

 

第７章「今後の技術開発の展望」 

中長期的な将来を見据え，経済的で効果的な設備保全だけでなく，さらなる効率化やコス

トダウン・設備運用の最適化の実現に向けて，劣化対応に求められる技術開発の方向性を考

察している。 

以上 

図 6 多機能型ロボット(LineScout)の外観 
［The figure reprinted with  

   permission from CIGRE, ©2018］ 


